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１． はじめに 

2006 年 3 月にメキシコシティで開催された「第 4回

世界水フォーラム」の自然再生に関する日本、中国及

び韓国 3ヶ国合同分科会において、河川・流域再生の

情報交換ネットワークやデータベースの構築及びアジ

ア地域の特性に対応した河川・流域再生ガイドライン

（技術指針）の作成に向けたアジア諸国の連携の必要

性が提唱された。 

アジア河川・流域再生ネットワーク（以下「ARRN」

という）は、上記分科会での提言を引き継ぐ形で、2006

年 11 月に旧財団法人リバーフロント整備センター（現

公益財団法人リバーフロント研究所）主催による『第

3 回水辺・流域再生に関わる国際フォーラム』におい

て日中韓の関係機関をメンバーとして設立された。 

公益財団法人リバーフロント研究所は、公益事業の

一環として、ARRN 設立以来、日本、韓国、中国の 3カ

国協働で取り組む活動の企画や進行管理、ARRN ホーム

ページの管理等の ARRN ネットワークの事務作業を担

っている。また、ARRN の地方組織にあたる日本河川・

流域再生ネットワーク（以下「JRRN」という）の事務

局を担ってきた。また、2010 年からは(株)建設技術研

究所国土文化研究所との共同により、ARRN 及び JRRN

の事務局を担っている。 

現在、公益財団法人リバーフロント研究所と(株)建

設技術研究所国土文化研究所の二社は ARRN 事務局運

営と同時に ARRN の日本支部としての JRRN（日本河川・

流域再生ネットワーク）の事務局を担う窓口として、

ARRN における活動や情報を JRRN 会員に還元するとと

もに、日本国内の河川再生に関する情報を共有する活

動を行っている。 

この国内外を対象としたネットワークにおける活動

を通して、会員間のコミュニティーを拡げながら、各

地域に相応しい河川再生の技術や仕組みづくりの発展

に寄与することを目指している。 

 

 

２． 活動内容 

２－１ ARRN の目的と活動内容 

ARRN は非政府組織としての中立の立場で、アジアの

豊かな水環境の再生への寄与を目的としている。その

活動目的は、ARRN の設立の契機となった第 4回世界水

フォーラムにおける挙げられた 2つの提言、「アジアの

河川・流域再生に関する事例・情報・技術・経験など

を技術者・研究者・行政担当者・市民で共有する仕組

みを構築すること」、「アジア・モンスーン地域で利用

できる河川再生ガイドラインを構築し関係者の知識・

技術の向上を図ること」に基づき定めたものである。 

活動目的及び主な活動内容を表－１に示す。本稿で

は、それらのうち 2011 年度に実施した活動について述

べる。 

表－1 ARRN の活動内容活動目的 

ARRN の目的 主な活動内容 

アジア地域をはじめ世界各

国の河川・水辺の再生に関す

る事例・情報・技術・経験等

を、技術者・研究者・生態学

者・行政担当者、そして市民

で交換・共有する仕組みを構

築すること 

河川再生の関連情報のウェ

ブサイトやニュースレター

等による公開 

河川再生をテーマとした国

際フォーラムやワークショ

ップの開催 

各国・地域内ネットワーク間

での講師・専門家派遣、現地

視察企画等の支援 

類似した社会・自然環境を有

するアジア・モンスーン地域

で利用できる河川再生ガイ

ドラインを構築し、ネットワ

ーク参加者の知識・技術の向

上を図ること 

河川再生に関するガイドラ

インの作成・普及 

河川再生に関る調査研究・出

版・広報活動等 

 

２－２ 世界各国の河川・水辺の再生に関する事

例・情報・技術・経験等の交換・共有 

(1) 河川再生をテーマとしたイベントの開催と情報収集  

国内外の河川再生に関わる専門家、学識者を不定期

で招聘し、会員との交流の機会を提供している。行事

への参加及び国際的な交流等を通して、事例収集など

の海外の情報収集も行った（表－2）。 
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(2) 国内外に向けた日本の優れた事例情報の発信 

2011 年 11 月に埼玉県朝霞県土整備事務所及び市民

団体黒目川に親しむ会の協力の下、河川再生技術交流

会と題し、中国・韓国・台湾等の技術者・学識者とと

もに、日本有数の良好な多自然川づくりの事例である

新河岸川水系黒目川の現地勉強会を開催した。 

 

写真－１ 現地見学の様子 

 

表－2 2011 年度の参加国際行事及び交流 

月日 活動内容 
開催

場所

1/11 

～13 

「中国湖北省水利庁視察団」技術交流会開催

及び現地視察支援 

東京

5/23 「第 7回 JRRN 河川環境ミニ講座講演録 

～台湾の河川事情～台風被災からの教訓と治

水対策」発行- 

－ 

5/30 「世界銀行主催・地方政府リーダーシップ研

修」支援 

東京

7/23 

～24 

「2011年度・河川技術に関するシンポジウム」

参加・論文発表 

東京

8/26 「台湾市民大学全国促進会視察団」技術交流

会開催 

東京

8/31 「第8回JRRN河川環境ミニ講座～韓国と日本

の魚道整備（講師：Jin-Hong Kim 氏・小川豪

司氏）」開催 

東京

9/15 「第 9 回日韓セミナー：エコシステムアプロ

ーチによる河川・流域の自然復元」参加・論

文発表 

金沢

10/21 「第 8回 JRRN 河川環境ミニ講座講演録 

～韓国と日本の魚道整備」発行- 

－ 

11/11 「第 8 回水辺・流域再生にかかわる国際フォ

ーラム～減災と環境保全の視点から都市河川

再生を考える」開催 

東京

12/22 「第9回JRRN河川環境ミニ講座～中国におけ

る河川生態系の変化と自然再生の動向（講

師：李建華氏）」開催 

東京

12/28 「第 8 回水辺・流域再生にかかわる国際フォ

ーラム講演録」発行- 

－ 

 

 

 

 

２－３ アジア・モンスーン地域を対象とした河

川再生手引きの作成 

(1) アジアに適応した河川環境再生の手引きの作成・

更新 

「河川再生に関する手引き」はアジア・モンスーン

地域における河川再生技術や各国の河川環境に関する

経緯や課題、河川再生事例の情報の蓄積を図ることを

目的として作成しているものである。各国からの情報

を追加更新していくことで、最終的に河川再生に関わ

る技術的資料の作成を目指している。 

(2) 第二版の作成 

第一版の手引きは 2009 年 3 月、ARRN では設立当初

か ら の 目 的 に 従 い 「 Reference Guideline for 

Restoration by Eco-Compatible Approach in River 

Basin ver.1(日本語版：アジアに適応した河川環境再

生の手引き ver.1）」（以下、手引きとする）を発刊し

た 1)。 

その内容を踏まえ、必要となる情報をさらに網羅し

ていくため、改訂に向けた議論を重ね、2012 年 2 月に

改訂版を作成した。 

表－3 第二版における改訂点 

・河川再生に関する背景・経緯、課題及び対策をわか

りやすく示した具体例を充実化。 

・アジアの河川再生に関わる特徴の理解をより促すた

め、日本に偏らず、日本・中国・韓国等の写真を豊

富に掲載。 

・欧米との比較からアジアの特徴を理解するため、欧

米の河川再生に関わる情報源（ウェブサイト）の一

覧ヲ付録資料に掲載。 

 

今回の手引きの更新の主旨は、日中韓の河川再生に

関する歴史・背景や、具体的な課題、対策を手引きに

組み込むことで、各国の河川再生の多様な特徴やそれ

らの違いの理解に資することとした。各国の情報をそ

れぞれの専門家が執筆することを基本とするとともに、

各国の情報をバランス良く取り入れることに留意しつ

つ内容の更新を図った。 

中国、韓国は隣国でありながら、河川再生に関して

日本語に翻訳された資料の数は少なく、有名な事例を

除いてあまり日本国内で知られていない。そこで、本

手引きでは、中国や韓国国内における外来種の問題な

どの日本との共通点や、河川再生に対するアプローチ

の相違点などを紹介することができたと考えている。 

(3) 手引きに関する今後の動向 

今後は手引きの現状の活用法、発展の方向性を、よ
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り実用的な資料に改訂を行うものと考えられる。 

 

２－４ 国内に向けた河川・流域再生に関する知

見を共有する活動 

2011 年 3 月に既往の活動を通じて JRRN 事務局が収

集した河川再生情報の一部を、事例集「よみがえる川 

～日本と世界の河川再生事例集～」（以下、事例集とす

る）に取りまとめ、国内に配布・ウェブ上より紹介し

た。事例集発行後、JRRN 会員の皆様の協力の下、事例

集に対する意見・感想をアンケートにて収集した。こ

のアンケートは、他のアジア諸国に比べ、市民の河川

再生に関する関心の高い我が国の市民がどのような河

川再生に関する情報、知識を欲しているかをリサーチ

するものである。このリサーチ結果は、今後のアジア

諸国の市民活動の醸成に寄与するものと考えられる。 

アンケートの集計結果は、特に市民団体等の活動内

容・活動耐性、活動資金等、河川改修が行われた後の

環境保全活動に関する情報を求める意見が多く挙げら

れた（図－2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． おわりに 

現在の JRRN 会員数は約 500 名(2011 年 6 月現在)で

ある。緩やかに会員数が増加する傾向にある。ネット

ワークとしての基盤の確立のためには、今後も知名度

の向上、会員の増員を図る必要がある。 

このため、会員を巻き込んだネットワーク運営を目

指し、会員とともにネットワークの発展を図る。その

ためにもニーズを十分に理解した上で、魅力ある機能

を充実させていくことが必要である。 
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図－2 今後充実を求める内容 

図－1 事例集 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


